
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

令和４年度は、コロナ禍で中止を余儀なくされていた「産業文化まつり」や「大府

シティ健康マラソン大会」を始めとした多くの行事やイベントが無事に開催され、ウ

ィズコロナの日常の中で、市民の皆様の笑顔やまちのにぎわいが戻りつつあることを

実感した１年でした。 

令和５年度は、総合計画に掲げる将来都市像「いつまでも 住み続けたい サステ

ィナブル健康都市おおぶ」の実現に向け、新たな時代にふさわしい持続可能なまちづ

くりを進めていきます。 



 

   
令和５年度は、本市のまちづくりの指針である第６次大府市総合計画の４年目に当たり、エネ

ルギー価格・物価の高騰やロシアによるウクライナ侵略、新型コロナウイルス感染症の動向、気

候変動による災害の激甚化・頻発化等、本市を取り巻く環境が大きく変化し続ける中にあっても、

総合計画に掲げる施策や関連する個別計画に掲げる事業を計画的かつ着実に推進できるよう、当

初予算の編成を行いました。特に、全世代型社会保障の観点から、高齢者だけではなく、子ども

や子育て世代を含む全ての世代を幅広く支援する「人への投資」のほか、「グリーン、デジタル分

野」「市民球場の整備」「バイオリンの里の実現」に関連する取組に重点的に予算を配分しました。 

また、改善改革の精神に基づき、市民の代表機関である市議会の意見を始め、市民意識調査、

教育要望、市長への手紙・メール、有識者懇話会、若者会議などを通じて届けられたあらゆる世

代・立場の市民や関係者の声を十分に反映させた予算としました。 

 

   
一般会計の予算額は、前年度と比べて 4.7％増となる 361億円で、過去最大となっています。

また全会計の予算総額は、前年度と比べて 4.4％増となる 517億 8,852万 9千円で、当初予算と

しては初めて 500億円を超え、同じく過去最大の規模となっています。 

   (単位：千円、％) 

会 計 名 
予算額 

増減額 伸び率 
令和５年度 令和４年度 

一般会計 36,100,000 34,480,000 1,620,000 4.7 

特別会計 9,075,690 8,838,278 237,412 2.7 

 国民健康保険事業 7,651,332 7,351,877 299,455 4.1 

 後期高齢者医療事業 1,424,358 1,486,401 △62,043 △4.2 

企業会計 6,612,839 6,288,936 323,903 5.2 

 水道事業 3,197,763 3,132,897 64,866 2.1 

 下水道事業 3,415,076 3,156,039 259,037 8.2 

合 計 51,788,529 49,607,214 2,181,315 4.4 
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  歳入の根幹である市税収入は 190億 8,302万 5千円で、前年度と比べて 3.9％の増収を見込ん

でいます。市債 7億 1,000万円は、区画整理事業及び市民球場整備の財源とします。 

 

 

 
 

  歳出の構成比で最も大きな割合を占める民生費は、142 億 9,847 万 1 千円で全体の 39.6％で

す。性質別では、扶助費の割合が最も大きく、次いで物件費、人件費の順です。道路や施設の建

設などの資本形成のための経費である投資的経費の割合は、12.1％です。 
   

区 分 ( 目 的 ) 予算額 (千円 ) 

民生費 14,298,471 

教育費 4,876,698 

総務費 4,422,943 

土木費 4,125,718 

衛生費 3,108,937 

商工費 2,243,413 

その他 3,023,820 

歳 出 総 額 36,100,000 

 

区 分 ( 性 質 ) 予算額 (千円 ) 

人件費 6,525,527 

扶助費 8,636,494 

公債費 1,044,570 

物件費 7,017,354 

投資的経費 4,366,973 

その他 8,509,082 

歳 出 総 額 36,100,000 

区 分 予算額 (千円 ) 

市税 19,083,025 

  個人市民税 6,919,924 

  法人市民税 1,294,596 

  固定資産税 8,713,268 

  都市計画税 1,389,792 

  その他の税 765,445 

国県支出金 6,790,639 

繰入金 2,715,595 

地方消費税交付金 2,318,000 

市債 710,000 

その他の収入 4,482,741 

歳 入 総 額 36,100,000 
※円グラフの％は構成比です（以下同様）。 

市税

52.9%

国県支出金

18.8%

繰入金

7.5%

地方消費税

交付金 6.4%

市債 2.0%
その他

12.4%

民生費

39.6%

教育費

13.5%

総務費

12.3%

土木費

11.4%

衛生費

8.6%

商工費

6.2%

その他

8.4%

人件費

18.1%

扶助費

23.9%

公債費

2.9%

物件費

19.4%

投資的経費

12.1%

その他

23.6%



 

健康づくり、文化、スポーツ分野 

 

○新  こども家庭センターの設置             

                        117,734千円 

 
 健康増進課（47-8000）・幼児教育保育課（内線 372）/       

【2】保健センター施設管理運営事業・【3】保健センター施設整備事業  

※事業名の【 】は主要事業の番号です（以下同様）。 

 
 

○拡  認知症・介護予防施策の充実          

                         26,942千円 

 
 健康増進課（47-8000）/【8】介護予防事業          

 
 

○拡  バイオリンの里・大府の実現に向けた取組の推進  

                         10,352千円 

 
 文化交流課（内線 326)・歴史民俗資料館（48-1809）/      

【22】文化芸術支援事業・【25】文化財等保存伝承活用事業       

 
 

○拡  バドミントン競技の活性化            

                        784千円 

 
 健康都市スポーツ推進課(内線 464)/【27】競技スポーツの推進事業  

子育て世代包括支援センターと子ども家庭総合支援拠点の機能

を一体化した、全ての妊産婦・子育て世帯・子どもの包括的な相

談支援拠点となる「こども家庭センター」を保健センター内に設

置するため、必要な改修工事等を行います。 

国立長寿医療研究センターと連携し、認知症の危険因子に対し

て総合的に介入する多因子介入プロジェクト（「Ｊ-ＭＩＮＴ」研

究）の知見を活用した事業を健康長寿塾で実施するとともに、フ

レイル予防を目的としたプラチナ長寿健診について、愛知県の研

究事業の終了を踏まえ、本市独自に対象年齢を拡大します。 

「バイオリンによるまちづくりの推進に関する協定」に基づ

き、公益社団法人才能教育研究会(スズキ・メソード)との共催

によるコンサートを開催します。また、鈴木政吉や鈴木バイオ

リンの歴史を後世に伝承するための資料を収集・保存するとと

もに、歴史民俗資料館内に常設の展示コーナーを設置します。 

多くの市民に親しまれ、市を代表するスポーツの１つであるバ

ドミントン競技の更なる活性化を図るため、全国トップレベルの

選手が参加する大会の開催を支援するほか、東京大学運動会バド

ミントン部有志によるボランティア団体と連携したバドミントン

教室や、新居浜市の小学生との交流事業等を行います。 



 

○拡  大府市民球場の整備               

                        1,202,427千円 

 
 健康都市スポーツ推進課（内線 464）/              

【28】スポーツ施設整備事業・【29】スポーツ施設運用事業      

 

●その他の主な事業 ※事業名の左欄の数字は、主要事業の番号です（以下同様）。 

１ 

○新０次予防の推進[1,732千円] 

 健康に望ましい行動を自然に促す環境づくりを

推進するため、歩行姿勢を測定できる機器を保

健センターに導入し、自らの歩行状態から「健

康への気づき」を得られる取組を行います。 

４ 

○新 10か月児を対象とした口腔健診の実施 

[2,914千円] 

離乳食が完了期に入る前に、離乳食の進み具合や口

腔習癖等を確認するとともに、口腔機能の成長発達

について必要な支援を行うため、新たに「10か月児

食べる機能健診」を実施します。 

５ 

12 

○拡高血圧対策プロジェクトの推進 

[997千円] 

高血圧の予防に向けて自発的な意識変容や行動

変容につながるよう、全ての公民館及びいきい

きプラザに血圧計を設置し、市民に身近な地域

で気軽に血圧測定できる環境を整備します。ま

た、特定健康診査の集団健診において、血圧高

値の方を対象に尿中ナトリウム／カリウム比の

測定を行います。 

10 

○拡「おぶちゃん連絡帳」の機能追加 

[383千円] 

医療・介護分野の多職種による情報共有を更に促進

するため、インターネット上の情報共有ツールであ

る「おぶちゃん連絡帳」に、セキュリティの確保さ

れたＷｅｂ会議を開催できる機能を追加します。 

12 

○新健康経営優良法人認定取得の支援 

[600千円] 

従業員の健康管理を経営的な視点で捉え、戦略

的に実践する「健康経営」の取組を更に促進す

るため、市内に本社を置く中小企業を対象に、

健康経営優良法人認定の取得に要する費用を補

助します。 

20 

第二期データヘルス計画及び第四期特定健

康診査等実施計画の策定[990千円] 

データヘルス計画及び特定健康診査等実施計画に

ついて、現計画期間の終了に伴い、その後継となる

計画を策定します。 

22 

○新大島真寿美氏と加古淑氏によるトーク

イベントの開催[2,553千円]  

おおぶ文化交流の杜図書館を会場に、名古屋市

出身の直木賞作家である大島真寿美氏と、本市

出身の編集者である加古淑氏によるトークイベ

ントを開催します。 

 

○拡第40回市民美術展記念講演会の開催 

[85千円] 

市民美術展の40回目の開催を記念し、美術展の

開会に合わせ、「市民美術展」をテーマとした審

査運営委員による講演会を開催します。 

23 

24 

29 

○新公共施設におけるキャッシュレス決済の

導入[694千円] 

公共施設の利用者の利便性向上を図るため、愛三文

化会館、おおぶ文化交流の杜、メディアス体育館お

おぶ及び体育センターの各施設の使用料の支払い

において、キャッシュレス決済（コード決済）を導

入します。 

25 

○新文化財の保存・伝承[14,813千円] 

郷土の文化財を守り後世へ伝承するため、吉川熊野

神社獅子屋形の修復に要する費用を補助するとと

もに、北尾芝居舞台の市指定文化財の指定に向けた

調査を実施します。 

26 

○拡ｅスポーツの推進[4,563千円] 

ｅスポーツを通じた高齢者の健康増進や子ど

も・若者との多世代交流を図るため、石ヶ瀬児

童老人福祉センター内に設置したｅスポーツル

ームを運営するとともに、ｅスポーツの体験会

や大会を開催します。 

28 

29 

○拡スポーツ環境の整備[65,800千円] 

メディアス体育館おおぶの第１サブアリーナに新

たに空調設備を設置するほか、老朽化したスポーツ

施設の改修工事等を行います。また、令和４年度に

整備を完了した大府北中学校のテニスコートや小

学校５校の体育館の空調設備の一般利用を開始し

ます。 

令和６年４月からの本格的な供用開始に向け、新スポーツ施

設整備検討委員会や試用期間中の利用者からの意見を踏まえ、

観客席や防球ネット等の整備工事を行うとともに、運用方法の

検討を進めます。 



 

地域福祉、高齢者・障がい者福祉分野 
 

 ○拡  ヤングケアラー支援モデル事業の実施        

                           7,344千円 

 
 福祉総合相談室（内線 311）/【31】福祉総合相談事業       

 
 

○新 いきいき幸齢者フェスタの開催                

                         3,175千円 

 
 高齢障がい支援課（内線 361）/【41】敬老事業        

 
 

○新  障害児通所支援事業所の指定事務等の実施    

                            594千円 

 
 子ども未来課（内線 274）/【46】障がい児支援事業       

●その他の主な事業 

31 

○拡終活支援の充実 [126千円] 

高齢者等が倒れた場合や亡くなった場合に備

えて、緊急連絡先や遺言書の有無、お墓の場所

などの終活に関連する情報を市へ事前に登録

し、関係者や親族に提供する終活登録制度を実

施します。 

32 

○新市民後見人の養成[350千円] 
成年後見制度の更なる利用の促進を図るため、地域

における権利擁護の担い手となる市民後見人の養成

を行います。 

37 

○拡平和事業の推進 [1,756千円] 

戦争の悲惨さや平和の大切さを市民とともに

考え、次の世代へと継承するため、広島で起き

た出来事を題材とした平和映画祭やパネル展

を行います。また、中学生平和大使については、

広島と沖縄の２都市へ派遣します。 

38 

○拡高齢者の生きがいづくりの推進 

[5,860千円] 

高齢者の健康増進や社会参加を一層促進するため、

市内の温水プールや温泉施設等の利用助成金額を、

全ての対象施設で150円から200円に拡充します。ま

た、心身ともに健康で活動的に齢を重ねた高齢者を

表彰する「いきいき幸齢者表彰」について、表彰者

を10人から20人に拡充します。 

 本来は大人が担うべき家事や家族の世話を日常的に行っている

「ヤングケアラー」と呼ばれる子ども達を支援するため、愛知県の

委託を受け、支援コーディネーターの配置や相談窓口の設置等の

事業を実施します。令和５年度からは新たに、住民向けの研修会や

支援者向けガイドブックの作成・配布、当事者同士が交流できるサ

ロンの開催等を行います。 

 

高齢者の社会参加や生きがいづくりを促進するため、75歳以

上の高齢者を対象に、敬老に関する表彰式や来場者が参加でき

るアトラクションなどを行う「いきいき幸齢者フェスタ」を開

催します。 

指定障害児通所支援事業所の適正な運営を確保するとともに、

事業所を利用する障がい児の安全確保や不正防止の強化を図るた

め、愛知県からの権限移譲に基づき、事業所の指定や監査等の事

務を行います。 



 

●その他の主な事業 

40 

高齢者福祉計画（第９期）及び認知症施

策推進計画（第２期）の策定 [171千円] 

老人福祉法に基づく「高齢者福祉計画」と、大

府市認知症に対する不安のないまちづくり推

進条例のアクションプランとなる「認知症施策

推進計画」について、現計画期間の終了に伴い、

その後継となる計画を策定します。 

 

○拡認知症高齢者の見守り捜索支援サー

ビスの拡充 [200千円] 

行方不明になった認知症高齢者の居場所を早

期に確認できるＧＰＳ端末の利用助成制度に

ついて、複数の事業者が提供する機器の中から

自由に選択できるよう、助成制度の見直しを行

います。 

43 

○拡障がい者の芸術活動の支援[1,008千円] 
障がい者アートについて広く情報発信するととも

に、自立を目指すアーティストを支援するため、市

庁舎内に常設の展示スペースを設置するほか、アー

ト作品を活用した職員用名刺のデザイン作成等を行

います。 

 

○新コミュニケーション支援者の確保 

[184千円] 
コミュニケーション支援者である手話通訳者や要約

筆記者を確保するため、愛知県が開催する養成講習

会を受講する際の交通費を助成します。 

44 

46 

障がい福祉計画（第７期）及び障がい児

福祉計画（第３期）の策定 [329千円] 

障害者総合支援法に基づく「障がい者福祉計

画」と児童福祉法に基づく「障がい児福祉計画」

について、現計画期間の終了に伴い、その後継

となる計画を策定します。 

45 

○新難聴高齢者の補聴器購入費の助成 

[450千円] 

身体障害者手帳の対象とならない軽度や中等度の難

聴がある高齢者の聴こえを改善し、社会参加の促進

を図るため、補聴器の購入費を助成します。 

47 

○新発達支援センターおひさまの通園バスの

更新[14,900千円] 

送迎用に使用している通園バスの老朽化に伴い、置

き去り事故防止のための安全装置を装備した新たな

通園バスに更新します。 

 
 

協働、生涯学習、多文化共生分野 

 

○新 ﾎﾟｰﾄ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ市との姉妹都市提携30周年記念事業の実施 

                           5,967千円 

 
 文化交流課（内線 329）/【58】多文化共生事業             

 
 

○新  人権を尊重したまちづくりの推進         

                         1,381千円 

 
 福祉総合相談室（内線 312）/【63】人権擁護事業            

本市とポート・フィリップ市との姉妹都市提携が令和５年度に

30周年を迎えることを記念し、ポート・フィリップ市へ訪問団を

派遣するとともに、ミモザの記念植樹、記念誌の発行、写真展の

開催等の記念事業を実施します。 

令和５年第１回定例会に提出予定の「大府市人権を尊重した

誰一人取り残さないまちづくり推進条例」に基づき、複雑化・

多様化する人権課題に対応できるよう、必要に応じて人権施策

推進アドバイザーを設置するとともに、人権を尊重し、多様性

を認め合う風土を醸成するための啓発事業として、多様な人権

課題をテーマとした講演会や映画会等を開催します。 



 

●その他の主な事業  

50 

○拡コミュニティ周年記念事業の支援 

[600千円] 

発足から50周年を迎える共長コミュニティ推

進協議会や、40周年を迎える大府コミュニティ

推進協議会が実施する周年記念事業に係る費

用を補助します。 

 

地域の集会施設整備への支援[2,420千円] 

地域住民の身近な活動拠点となる集会施設の

整備を支援するため、池田集会所、横根山集会

所、江端総組集会所及び横根公会堂の改修費用

を補助します。 

51 

市民と市長のまちトークの開催[676千円] 
様々な年代や立場の市民が共通のテーマで意見交

換できる「市民と市長のまちトーク」を、全10自治

区で開催します。 

54 

○新若者の仲間づくりの支援[150千円] 

若者の居場所や人間関係を広げる場を確保するた

め、若者自ら企画・運営するイベントの開催を支援

します。 

56 

○拡公民館でのバイオリン講座の開催 

[254千円] 

バイオリンの演奏や指導ができる市民講師等

を活用した、様々な年代の市民を対象とした体

験型のバイオリン講座を実施します。 

58 

○新大韓民国洪城郡との都市間交流の推進 

[2,966千円] 
本市も加盟する健康都市連合の加盟団体であり、以

前から視察の受入等で交流のある大韓民国洪城郡

との都市間交流を更に深めるため、洪城郡からの訪

問団の受入れやＫ-ＰＯＰ高校への高校生の派遣、

両都市で開催される映画祭での作品交流等の交流

事業を行います。 

59 

○新高校生を対象とした英語検定受検料の

補助[775千円] 

高校生の英語力や学習意欲の向上を図るとと

もに、国際社会で活躍できる人材を育成するた

め、英語検定受検料の補助制度について、小中

学生に加え新たに高校生を対象とします。 

60 

○拡結婚新生活支援の拡充[9,000千円] 

結婚に伴う新生活のスタートを支援するため、引越

しや家賃等に係る費用を補助する結婚新生活支援

補助制度について、夫婦ともに29歳以下の場合の補

助金の交付上限額を、30万円から60万円に拡充しま

す。 

 

環境保全、環境美化分野 

○拡  プラスチック資源の一括回収の実施         

                          94,333千円 

 
 環境課（内線 334）/【66】資源回収事業               

 
 

○拡  ＥＶ等の充給電設備の購入に係る補助制度の創設      

                         500千円 

 
 環境課（内線 334）/【70】地球温暖化対策推進事業          

令和４年４月に施行された「プラスチック資源循環促進法」に

基づき、プラスチックごみのリサイクルを更に促進するため、令

和５年４月から容器包装プラスチックに加え、これまで燃やせる

ごみとして焼却処理していた製品プラスチックを同じ袋で回収

する、「プラスチック資源の一括回収」を開始します。 

ゼロカーボンシティの実現に向けた新たな取組として、再生可

能エネルギーの導入を加速するとともに、災害時のレジリエンス

の向上を図るため、電気自動車等の充給電設備の購入に係る補助

制度を創設します。 



 

●その他の主な事業 

66 

○新ごみ分別アプリの導入[293千円] 

ごみの分別やリサイクルの更なる促進を図る

とともに、外国人にも分かりやすくごみ出しの

ルールを案内するため、ごみや資源の分別方法

や収集日が一目で分かる多言語対応のごみ分

別アプリを導入します。 

66 

○拡家庭系生ごみ分別収集事業の拡大 

[9,106千円] 

横根自治区全域で実施してきた家庭系生ごみ分別

収集事業について、モデル事業の成果を踏まえ、隣

接する自治区の一部に範囲を拡大して実施します。 

 

 

消防、防災・減災、防犯、交通安全分野 

 

○拡  愛知県と連携した浸水対策の推進          

                         45,028千円 

 
 水道工務課（内線 442）/【90】雨水整備事業           

 

 

○拡  愛知県と連携した安心安全なまちづくりの推進     

                         2,011千円 

 
 危機管理課(内線 321)/【98】防犯啓発事業・【101】警察署誘致事業   

 

 

○新  交通安全対策の推進                 

                          11,135千円 

 
 道路整備課（内線 402）/【103】交通安全施設事業         

 

 

 

愛知県が実施する五ヶ村川の排水機場整備に併せ、南島排水

区の雨水管渠を整備することにより、朝日町及び大東町地内の

治水安全度の向上を図ります。 

令和４年８月 29日に大村秀章愛知県知事が「大府警察署（仮

称）新設に向けた検討の開始」を表明したことを受け、「大府警

察署（仮称）建設推進チーム」を中心に、確実かつ早期の警察署

設置に向けた取組を進めます。また、地域防犯力の更なる向上を

図るため、愛知県の補助金を活用し、特殊詐欺防止用電話機器を

始めとした防犯用具等の購入費用を補助します。 

生活道路における交通安全対策を推進するため、知多半島内の

自治体では初めて、警察による最高速度 30km/hの交通規制に加

えてハンプやスムーズ横断歩道等の物理的デバイスを設置する

「ゾーン 30プラス」を、北山地区及び桃山地区の２地区に整備

します。 



 

●その他の主な事業 

73 

87 

○拡消防車両・消防分団車両の更新 

[29,763千円]  

消防、救急及び救助活動に万全を期すため、各

種の災害時に多くの資機材を一度に搬送できる

資機材搬送車を更新するとともに、横根分団車

両を小型動力ポンプ付積載車へ更新します。 

74 

○拡消防庁舎の感染症対策の実施 

[3,000千円]  

消防庁舎における感染症対策として、仮眠室にカプ

セル式ベッドを導入して個室化するとともに、風呂

場を分割してシャワー室を設置するための設計を

行います。 

87 

○拡消防団員の報酬等の見直し 

[17,898千円] 

地域の防災体制において大きな役割を果たす消

防団の団員を適正に確保するとともに、活動の

実態に応じた処遇の見直しを図るため、消防団

員の年額報酬を33,200円から36,500円に引き上

げるほか、出動等に伴う費用弁償を職務内容や

従事した時間に応じて支給するよう見直しま

す。 

94 

○拡ＩＣＴを活用した防災の情報発信・情報収

集の強化[1,416千円] 

防災に関する情報発信の多重化を図るため、令和４

年度に導入した防災情報アプリの普及を促進する

とともに、全ての災害対策支部にスマートフォンを

配備し、防災情報アプリを活用した被災状況に関す

る情報収集体制の強化を図ります。 

95 

○新公立保育園における防災用物資の整備 

[3,278千円] 

大規模災害の発生時に、保護者が迎えに来られない

園児が一時的に園内に待機する事態に備え、蓄電池

や照明器具、液体ミルク等の物資を整備します。 

都市計画・景観、道路、緑花、上下水道分野 

 

 

○拡  幹線道路の整備・補助幹線道路の改良      

                       743,587千円 

 
 道路整備課（内線 402）/                   

【108】幹線道路整備事業・【109】補助幹線道路改良事業     

 

 

○拡  竹林・里山林の整備                

                         165,272千円 

 
 水緑公園課(内線466)/【116】公園整備事業・【119】緑花維持管理事業 

 

 

安全で快適な道路ネットワークを構築するため、県道横根

大府線、都市計画道路養父森岡線等の幹線道路の整備や、市

道共和駅東線、市道 4178号線、梶田町三丁目交差点等の補助

幹線道路の改良を行います。 

あいち森と緑づくり事業の交付金を活用し、都市に残された緑

の保全・活用を推進するため、矢戸川緑道に隣接する竹林の小径

について、散策路や駐車場の整備工事を行います。また、二ツ池

公園周辺の里山林の整備に向け、必要な用地の取得を計画的に進

めます。 



 

●その他の主な事業 

104 

○拡空家対策の強化[12,205千円] 

平成30年３月に策定した空家等対策計画につ

いて、空家等の実態を踏まえた改訂を行いま

す。また、これまでに特定空家等に認定した空

家について、所有者又は管理者に対する行政

指導を行うとともに、必要に応じて行政代執

行による除却を実施します。 

105 

土地区画整理事業の促進[526,736千円] 

土地区画整理事業の促進のため、横根平子地区・

北山地区へ補助金を交付するとともに、事業計画

に基づいた運営がされるよう、必要な指導を行い

ます。 

115 

○拡水辺の歩行空間の整備[32,000千円] 

歩行者が緑や潤いを感じながら安全に散策で

きる、河川管理用道路を活用した緑道の整備

について、石ヶ瀬川緑道の大府東浦線取付の

西側を整備します。 

116 

○拡都市公園の整備[111,837千円] 

市民に身近な憩いの場となる公園の整備につい

て、横根平子及び北山の土地区画整理事業区域内

の整備を進めるとともに、二ツ池公園の北側にエ

ントランスを整備するための用地取得を行いま

す。 

子育て、学校教育分野 

 

○拡  子育て世帯に対する物価高騰支援            

                          85,934千円 

 
 幼児教育保育課（内線 372）・学校教育課（内線 483）/      

【127】保育所運営事業・【155】学校給食運営事業          

 

 

 

○拡  安心して出産・子育てができる環境の整備       

                         142,705千円 

 
 健康増進課（47-8000）/【140】母子保健指導事業       

 

 

 

物価やエネルギー価格等の高騰に直面する子育て世帯を支援す

るとともに、子ども達が食べる給食の質や量を確保するため、公

立保育園や小中学校の給食に係る食材料費の高騰分を公費で負担

します。また、私立保育園等に対して食材料費の高騰分に係る費

用を補助します。 

全ての妊婦や子育て世帯が安心して出産・子育てできる環境を

整備するとともに、本市に生まれてくる全ての子どもたちの未来

を力強く応援するため、妊娠期からの切れ目のない一貫した伴走

型の相談支援を行うほか、妊娠時及び出産時に各５万円を支給す

る「こども未来応援金」について、本市独自に出産時の支給額を

10万円に拡充します。 



 

○拡  子どもの学びの支援の充実           

                        12,974千円 

 
 子ども未来課（内線 274）・学校教育課（内線 483）/        

【147】父子・母子寡婦福祉推進事業・【159】大府市奨学金支給事業  

 

 

○拡  不登校児童生徒に対する支援体制の充実      

                         14,885千円 

 
 学校教育課（内線 483）/【154】児童生徒指導推進事業     

 

 

●その他の主な事業 

127  

○新公立保育園へのＡＥＤの設置 

[5,198千円] 

事故等の緊急時に迅速に対応できるよう、公

立保育園全園にＡＥＤを設置し、安心・安全な

保育環境の改善を図ります。 

127 

128 

129 

130 

131 

○新保育園での使用済み紙おむつの処理 

[5,775千円] 

使用済み紙おむつの持ち帰りを廃止することに

より、保護者や保育士の負担軽減を図りつつ、衛

生面の課題を解消するため、公立保育園で使用済

み紙おむつの処理を実施するとともに、私立保育

園等に対して処理に要する費用を補助します。 

128 

130 

131 

○新バス送迎時における安全対策の強化

[1,440千円] 

国の「こどものバス送迎・安全徹底プラン」を踏

まえ、私立保育園等の送迎時における安全対策

の強化を図るため、送迎用バスに導入する安全

装置に係る費用を補助します。 

127 

146 

○拡公立保育園や放課後クラブの会計年度任

用職員の報酬引上げ[12,685千円] 

会計年度任用職員として任用している公立保育園の

保育士や放課後クラブの指導員等について、職務の

内容や求められる知識、民間の給与水準等を踏まえ、

適用する報酬表の号給の見直しを行うことにより、

報酬額を令和４年度と比べて３％以上引き上げま

す。 

132 

○拡私立幼稚園運営費補助金の拡充 

[1,180千円] 

市内の私立幼稚園の振興を図るとともに、保

護者負担を軽減するため、私立幼稚園運営費

補助金について、園児１人当たりの補助額を

1,800円から1,900円に拡充します。 

134 

○新こども計画策定に向けたニーズ調査の

実施[955千円] 

令和５年４月１日から施行される「こども基本

法」に基づく市町村こども計画の策定に向け、必

要なニーズ調査を実施します。 

家庭の事情などにより子ども達の学びの機会が損なわれるこ

とのないよう、就学等に係る経済的支援を充実するため、児童

扶養手当の受給世帯や住民税非課税世帯を対象に、中学３年生

の子どもの学習塾利用に係る費用を新たに助成します。また、

現下の物価高騰などの影響を踏まえ、奨学金の支給額を月額

15,000円から 16,000円に拡充します。 

本市がこれまで取り組んできた不登校児童生徒への支援を更

に充実するため、教育委員会に配置しているスクールソーシャ

ルワーカーを増員し、２名体制とするほか、全中学校に設置し

ている校内教育支援室に専任の支援員を１名ずつ配置し、生徒

が安心して登校できる環境を整備します。また、学校内の学級

以外の新たな居場所となる校内フリースクールの設置等、更な

る支援体制の拡充に向けた調査・研究を進めます。 



 

●その他の主な事業 

135 

138  

○拡家庭で子育てする保護者への支援の

拡充[890千円] 

家庭で子育てする保護者を支援するため、令

和５年10月から新たに吉田保育園での一時預

かりを開始するとともに、低所得世帯等にお

ける一時預かりの利用者負担の軽減を図りま

す。また、一時預かりを無料で利用できる「家

庭で子育て応援クーポン」について、利用開始

年齢を引き下げ、対象を拡大します。 

140 

○拡一般不妊治療費補助の拡充 

[10,800千円] 

不妊治療を受けている夫婦の経済的な負担を更

に軽減するため、一般不妊治療費に係る補助につ

いて、補助率を1/2から10/10に引き上げます。 

141 

○新大府児童老人福祉センターのリニュー

アル[3,000千円] 

老朽化が進む健康室及び浴場を改修し、より多く

の市民が気軽に立ち寄れる多世代交流のスペース

にリニューアルするための設計を行います。 

142 

143 

○新児童（老人福祉）センターにおける講

座等の充実[5,863千円] 

児童の健全育成や学びの機会の充実を図るた

め、囲碁に親しむための講座や、体験型のバイオ

リン講座を新たに行います。また、国の補助金を

活用し、室内運動遊具を用いた体力向上のため

の運動講座を、２館のセンターで行います。 

143 

145 

○拡子ども会育成支援の充実強化[213千円] 

子ども会の会員数の増加や子ども会活動の更なる活

性化を図るため、子ども会の育成事業について、社

会福祉協議会への委託から市直営による運営に変更

するとともに、各地区の児童（老人福祉）センター

において、子ども会向けの行事の開催や子ども会活

動の運営支援を行います。 

146 

○拡大府放課後クラブの民間委託導入 

[42,294千円] 

民間のノウハウを活用した質の高いサービス

を提供するため、共和西放課後クラブに加え、

新たに大府放課後クラブにおいて民間委託を

導入します。 

 

○拡民間の放課後クラブの支援 

[39,508千円] 

民設民営の放課後クラブを支援するため、運営

に係る費用に加え、感染症対策や業務のＩＣＴ

化、職員の処遇改善に係る費用について補助し

ます。また、クラブの活動場所の移転に要する

費用を支援するための補助制度を新たに創設

します。 

152 

○拡バイオリンによる音楽教育の推進 

[1,681千円] 

子ども達がバイオリンに親しみ、興味を持つ機会

を提供するため、令和４年度に北山小学校の４年

生を対象に試行したバイオリンによる音楽教育

について、全小学校の４年生に対象を拡大しま

す。 

 

○新小学生の放課後における活動の支援 

[5,222千円] 

児童が身近な地域で運動や文化的な活動に参加

できる機会を確保するため、学校施設を活用した

運動・文化活動を行う事業を、モデル的に小学校

２校で実施します。 

150 

○拡小学校水泳授業指導支援の全校展開 

[38,414千円] 

平成30年度から一部の小学校で試行導入して

きた民間の水泳授業指導支援について、児童の

泳力向上や教員の負担軽減等の成果を踏まえ、

全小学校の全学年に拡大します。 

153 

○新中学校部活動の地域移行の推進 

[18,057千円] 

部活動の指導の充実及び教員の多忙化解消を図る

ため、中学校に配置する部活動指導員を増員しま

す。また、将来的な部活動の地域移行に向けた諸

課題を検討するため、「中学校部活動地域移行実行

委員会（仮称）」を設置します。 

157 

○拡小学校低学年教室におけるスライダ

ー黒板の整備[8,881千円] 

老朽化した黒板について、教育要望を踏まえ、

児童の身長に合わせて高さを調節できるスラ

イダー黒板に更新します。大府、北山、共長、

及び吉田小学校の低学年教室17室の黒板を更

新することにより、全ての低学年教室の黒板が

スライダー黒板となります。 

158 

○拡中学校の特別教室（美術室・技術室）へ

の空調機の設置[83,000千円] 
 

教育環境の更なる向上を図るため、授業の利用頻

度等を踏まえ、全中学校の美術室及び技術室に空

調機を設置します。 



 

商業、観光、工業、農業、公共交通分野 

 

○拡  観光事業の推進                 

 10,295千円

 
 商工労政課（内線 353）/【163】観光推進事業        

 
 

○拡  事業者に対する物価高騰支援           

 27,200千円

 
 商工労政課（内線 353）・農政課（内線 342）/         

【168】新事業創出支援事業・【173】営農振興事業       

 

○拡  循環バスの利便性向上              

160,383千円

 
 都市政策課（内線 416）/【179】公共交通機関事業       

 

●その他の主な事業 

161 

プレミアム付商品券の発行 

[33,000千円] 

新型コロナウイルス感染症等の影響により売

上が減少している事業者を応援するととも

に、物価高騰等に直面する市民生活を支援す

るため、大府商工会議所が実施するプレミア

ム付商品券事業に係る費用を補助します。 

162 

中心市街地の整備[10,496千円] 

大府駅及び共和駅周辺のまちづくりの在り方に

ついて、令和４年度に引き続き、地元商業者や企

業等を委員とする検討会議を開催して検討する

とともに、それぞれのまちづくりの方向性を示し

た計画を策定します。 

166 

産業立地促進条例に基づく奨励措置の

実施[123,007千円] 

市内における工場等の立地を促進するととも

に、雇用機会の拡大を図るため、産業立地促進

条例に基づく奨励措置を３年間延長します。 

167 

○拡ウェルネスバレー事業の推進[80千円] 

ウェルネスバレー地区の健康産業ゾーンについ

て、愛知県企業庁及び東浦町と連携し、土地利用

の検討を進めます。 

地域経済の活性化やまちのにぎわいの創出を図るため、あい

ち健康の森公園で行われる花火大会や「大倉公園つつじまつ

り」、バイオリン演奏を中心とした音楽イベントなど、本市の

地域資源を生かした観光イベントの開催を支援します。 

エネルギー価格高騰の影響を受ける中小企業の光熱費の負担

を軽減するとともに、カーボンニュートラルへの取組を支援す

るため、エネルギー消費効率の高い設備への更新に係る費用を

補助します。また、肥料価格等の高騰の影響を受ける農業者を

支援するため、肥料の購入や病害虫の防除に係る費用を補助し

ます。 

循環バスの利便性の更なる向上を図るため、ＥＶバスを１台

増車し中央コースに導入するとともに、東コースに国立長寿医

療研究センターへの直行便を新設する路線改正を行います。ま

た、循環バスの運賃の支払いにキャッシュレス決済（交通系ＩＣ

カード決済）を導入します。 



 

●その他の主な事業 

173 

○新畜産農家の生産基盤の強化 

[117,143千円] 

畜産農家における生産基盤の強化を支援する

ため、畜産クラスター計画を策定した協議会

に対し、施設整備に係る費用を補助します。 

180 

○拡市営駐車場の利便性向上[12,870千円] 

市営の自動車駐車場の利便性向上を図るため、駐

車料金の支払いに交通系ＩＣカード及びコード

決済を導入します。 

行財政運営、広報・広聴分野 

 

○新  デジタル人材の育成・活用               

 1,123千円

  
 デジタル戦略室（内線 255）/【193】情報化推進体制の整備事業  

 

 

○拡  シティプロモーションの充実強化           

  272千円

 
 企画広報課（内線 254）/【203】シティプロモーション事業  

 

 

●その他の主な事業 

184 

○拡電気自動車の購入[6,466千円] 

ゼロカーボンシティの実現に向け、環境に配

慮した公用車の導入を進めるため、新たに２

台の電気自動車を購入します。 

194 

○新汎用予約システムの導入[792千円]  

市民サービスの向上を図るとともに、職員の事務

負担を軽減するため、市の行事への参加や相談窓

口の利用の際の申込みに係る手続をＷｅｂ上で行

うことができる、汎用予約システムを導入します。 

194 

195 

○拡公開型ＧＩＳの導入 [14,881千円] 

現在利用している統合型ＧＩＳのリース期間

満了に伴うシステム更新に併せて、本市が保

有する各種の地図情報を市民や事業者が利活

用できる環境を整備するため、新たに公開型

ＧＩＳを導入します。 

201 

庁舎の屋上防水・外壁の改修[304,200千円] 

市庁舎の長寿命化を図るため、屋上防水及び壁面

シーリング等の補修工事を、令和５年度及び６年

度の２か年かけて実施します。 

本市のデジタル化を計画的かつ効果的に推進するため、新たに

ＣＩＯ補佐官として外部人材を活用するとともに、職員が情報処

理やＩＣＴに関する資格を取得する際の費用を補助します。 

本市の魅力を市内外へ効果的に発信するため、令和４年度に

決定したビジュアルプロモーションマークを活用した統一的な

ブランド展開を実施するとともに、市や市民が保有する写真を

オープンデータとして利用できるサービス「オープンフォト」

を試行的に導入します。 



 

 

●主な事業 

206 

○新健康経営の推進[88千円] 

職員が健康でいきいきと活躍できる職場環境

の充実を図るとともに、市内企業へ健康経営

の取組を普及するため、大府市も一法人とし

て健康経営優良法人認定を取得し、職員の健

康管理や健康増進の取組を更に推進します。 

207 

○拡指定管理者に対する財政支援 

[21,020千円]  

エネルギー価格の高騰に伴う光熱費の負担増加によ

り指定管理施設の運営に支障が生じることのないよ

う、令和４年度に引き続き、指定管理者に対して、光

熱費の高騰部分に係る財政支援を行います。 



 

   
第６次大府市総合計画は、将来都市像を「いつまでも 住み続けたい サスティナブル健康都市おおぶ」

と定め、次世代に誇ることができる持続可能なまちづくりを掲げています。 

総合計画は、基本構想・基本計画・実施計画で 

構成し、実施計画は、基本計画の目標を達成する 

ための今後３年間の事業の方向性を示し、財政的 

な裏付けを明らかにして、年度ごとの投資的経費 

の配分を示しています。毎年度、ローリング方式で 

策定し、総合計画の進行管理を行っています。 

 

   第６次大府市総合計画は、令和２年度から令和１２年度までの計画です。 

   これまでの主な投資事業として、消防署共長出張所の建替及び DAIWA 防災学習センターの新設、吉

田保育園の新設、学校の体育館・柔剣道場への LPガス空調設備の設置などを行いました。 

● 総合計画の評価 

   本市は、毎年度、施策・主要事業の評価を実施し、第６次大府市総合計画の進行管理を行っています。 

   主要事業の評価指標の目標達成率（令和３年度）は、政策目標４「環境にやさしい持続可能なまち」、

政策目標６「快適で便利な都市空間が整うまち」及び政策目標７「子どもが輝くまち」は、高い数値となっ

ており、生ごみ分別収集モデル事業の対象地区の拡大、石ヶ瀬川緑道の整備（森岡橋～深田）や家庭で

子育て応援クーポンの発行などを行ったことが、目標達成に寄与しました。一方で、新型コロナウイルス感

染拡大の影響で緊急事態宣言（約２か月間）やまん延防止等重点措置（約４か月間）等が発令され、事

業の中止や縮小が余儀なくされたため、目標未達成の指標がありました。地域組織や市民等との連携が

必要不可欠な政策目標３「支え合い学び合うまち」は、特に大きな影響を受け、低い数値となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

● 人口及び世帯数の推移 

   第 6次大府市総合計画では、令和 12年度の計画人口を 10万人としています。 

年  度 
人 口（人） 

対  前  年 
世帯数 

男 女 計 対前年度増加数 対前年度増加率

（（％ 平成 29年度 47,041 44,911 91,952 568 0.6% 38,608 

30年度 47,242 45,172 92,414 462 0.5% 39,111 

令和元年度 47,361 45,309 92,670 256 0.3% 39,514 

２年度 47,458 45,423 92,881 211 0.2% 39,891 

３年度 47,199 45,495 92,694 -187 -0.2% 39,893 

計画人口 － － 100,000 － － － 

指 標 名 目 標 実 績 

事業系ごみ（資源除く）の

一人１日当たりの排出量 
125g/人・日 112g/人・日 

緑道延長距離 20,045ｍ 20,404ｍ 

公園管理面積 98.9ha 98.9ha 

子育てが楽しいと思える

時が「よくある」人の割合 
84％ 86.7％ 

【総合計画の構成】 

【主な評価指標】 

（各年度末現在） 
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％ 令和３年度 主要事業の評価指標達成率（政策別） 



 

本年度の実施計画のうち令和５年度分は、当初予算として具現化しました。 

令和６、７年度は、快適で便利な都市空間が整うまち、子どもが輝くまちを実現する重点的な投資を行う

とともに、消防・救急やスポーツなどの分野における更なる投資事業を計画しています。 

緑花、親水施設の整備による潤いある都市空間の創出を図るため、河川緑道や北山土地区画整理事業

区域内の公園整備を計画しています。また、人と車が共存できる道路空間を構築するため、幹線道路・補助

幹線道路の計画的な整備を行います。 

令和６年度 令和７年度 

  

緑道の整備 

  鞍流瀬川、石ヶ瀬川緑道 

公園の整備 

  北山１号公園 

道路の整備 

  県道横根大府線 ● 市道養父森岡線 

  市道共和駅東線 

緑道の整備 

  鞍流瀬川、石ヶ瀬川緑道 

公園の整備 

  北山２号・３号公園 

道路の整備 

  市道養父森岡線 

 

 

 良好な遊びや学び、交流の場を提供するため、老朽化した大府児童老人福祉センターの健康室及び浴

場を多世代で交流できるスペースに改修することを計画しています。また、小中学校の施設においては、児

童生徒数の増加や老朽化に対応するため、計画的に設備更新を行います。 

令和６年度 令和７年度 

  

児童老人福祉センターの整備、維持管理 

● 大府児童老人福祉センター（浴場等改修） 

中学校の施設整備 

● 大府西中学校（廊下間仕切壁改修） 

● 大府北中学校（コンピュータ室改修） 

保育園の整備、維持管理 

 ● 若宮保育園（照明設備更新） 

小学校の施設整備 

● 大府小学校 

（体育館屋根・外壁・外部サッシ改修） 

● 共長小学校（外壁改修） 

 

 

※ [ ]の金額は令和６、７年度の投資的経費の合計額 

川池公園（令和２年度） 市道柊山大府線（令和元年度） 

東山児童老人福祉センターの 
浴場改修後の健康室（令和３年度） 

大府中学校の改修後の廊下間仕切壁 
（令和３年度） 



 

 
【令和６・７年度】 

文化施設・スポーツ施設の維持管理 

 愛三文化会館 

（大浴場改修、宿泊室改修） 

 メディアス体育館おおぶ 

（送排風機等改修、消火設備改修） 

 

【令和６年度】 

公民館の維持管理 

 北山公民館（非常放送設備更新） 

 

【令和７年度】 

市民活動センター・公民館の維持管理 

 市民活動センター（照明設備更新） 

 森岡公民館（外壁塗装改修） 

 

【令和６年度】 

農業用施設の整備、維持管理 

 辰池（防護柵及びデッキ改修） 

 【令和６年度】 

市有財産の管理 

 公用車の更新（ＥＶ車導入） 

庁舎の維持管理 

 トイレ洋式化 

 

【令和７年度】 

土地改良施設の維持管理 

 宮池（取水施設改修） 

【令和７年度】 

庁舎の維持管理 

 エレベーター更新 

 

【令和６年度】 

消防施設の維持管理 

 消防本部(仮眠室個室化改修) 

災害発生時の情報伝達手段の確保 

 同報無線子局の新設 

 

【令和７年度】 

消防団分団車両の更新 

 小型動力ポンプ付積載車の導入 
仮眠室個室化改修イメージ図 

第６次大府市総合計画が示す政策の方向性は、ＳＤＧｓの目指す方向性と同様です。ＳＤＧｓの

目標達成に資するためにも、政策目標の実現に向けた取組を推進します. 

 



 

● 一般会計 

【歳入】                                             （単位：千円） 

【歳出】                                             （単位：千円） 

区 分 令和６年度 令和７年度 

人件費 6,792,966 6,446,168 

扶助費 8,586,867 8,914,648 

公債費 1,170,638 1,122,092 

物件費 6,957,422 7,403,676 

投資的経費 2,901,866 1,447,894 

その他 8,682,748 8,212,009 

歳 出 総 額 35,092,508 33,546,488 

● 企業会計 

【水道事業収支計画】                                 （単位：千円） 

  

区 分 令和６年度 令和７年度 

市税 19,179,785 19,350,953 

国県支出金 6,860,644 6,276,884 

地方消費税交付金 2,347,548 2,348,099 

繰入金 2,025,317 1,081,936 

市債 800,000 600,000 

その他の収入 3,879,214 3,888,616 

歳 入 総 額 35,092,508 33,546,488 

区 分 令和６年度 令和７年度 

収益的収入 1,741,703 1,741,906 

収益的支出 1,132,210 1,038,919 

差 引 609,493 702,987 

資本的収入 26,312 21,712 

資本的支出 1,092,628 

603,632 

954,659 

638,623 差 引 ▲1,066,316 

▲585,782 

▲932,947 

▲628,623 

【下水道事業収支計画】                （単位：千円） 

区 分 令和６年度 令和７年度 

収益的収入 1,370,245 

730,043 

640,202 

595,381 

1,300,7741,327,172 

1,383,020 

1,329,788 収益的支出 730,043 

741,611 

730,442 

723,105 差 引 640,202 

585,561 

652,578 

606,683 資本的収入 595,381 

816,875 

703,625 

712,278 資本的支出 1,300,774 

1,352,080 

1,416,582 

1,285,988 差 引 ▲705,393 

535,205 

▲712,957 

▲573,710 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大府市企画政策部 

法務財政課・企画広報課 

〒474-8701 

大府市中央町五丁目70番地 

TEL：0562-47-2111（代表） 

FAX：0562-47-7320 

注）本資料に掲載している令和５年度の主な事業の内容は現時点の予定のため、今後変更する可能性があります。 


